


























































































































200M先　右折 ☎  076-231-2828
営業時間　11:00～24:00
（ラストオーダー　23:00）金沢市玉鉾 158-62
100M先　左折 ☎  076-291-3800
放射線科・循環器科・胃腸科
吉田内科医院
新デザイン提案C 地図、告知など必要な情報をフォーマット化することでレ
イアウトの統一を図った案
新デザイン提案D 看板の基本情報である方向性を重視し、矢印を全面に押し
出した案
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新デザイン提案E 余白と文字の大きさ、フォントを事前に調整したフォーマッ
トの中に配置し、統一感を持たせた案
今回行ったデザイン案の経過を、学内デザイン科学生有志
102名に対してアンケートを行った。
・アンケートの結果から、看板の高さ、大きさ、色相を合わせることが必要だとの意見が多かった。
屋外広告物の減殺効果　寺井剛敏
̶ 30 ̶
新デザイン提案について
現状の金沢市屋外広告物条例は、一敷地内の広告
物の面積合計を30㎡以下にする規制しかなく、広
告物も形状や数量、設置位置に規制がない状態であ
る。今後は面積などを制限する方向で条例を調整中
であり、提案させて頂いた、AからEまでの５案に
ついても新しい条例の参考になるように、デザイン
案の提案を行うだけでなく、現状の状態から看板
面の整理やサイズの検討など、景観政策課担当者の
方々からも意見を頂き、一つひとつの案について協
議、修正を何度も行いながら進めていった。
一方的なデザイン案の提案では意味がなく、条例
や規制を検討する担当にも理解して頂くことも重要
なポイントであると考えて進めていった。
今回、新デザインを提案するにあたり、一般的
に広くデザインに求められる基本的条件として言わ
れる、３つの条件に屋外広告物の場合は、景観性を
加えた４つの条件として考えるのが妥当だと思われ
る。
（１）機能性（使いやすさ、伝わりやすさ）
（２）審美性（美しさ）
（３）経済性（合理的なものづくり）
（４）景観性（景観の質的向上への寄与など）2
今回提案させて頂いた、AからEまでの５案につ
いては、上記４つのポイントを全て取り入れている
というより、提案ごとにメリハリをつけてデザイン
を検討し調整していった。
下記は、今回の新デザイン案の提案に際し、心が
けた内容を記載した。
（１） 機能性については、文字、色の統一を行い、
あまり複数の色や文字の種類が多いと伝えた
い情報が伝わりにくくなる、そのためできる
だけ制限し、わかりやすさを心がけた。
（２） 審美性はレイアウトが重要であるため、ある
程度の規制は必要だと思うが、あまり事前に
表示内容（配置など）を規制してしまうと、
広告主が希望する表示内容によっては対応が
しにくくなってしまう可能性があるため、柔
軟性を持たせるように検討を行った。
（３） 経済性については、現状製作されている仕様
を前提に提案を検討した。
（４） 広告物が設置される背景や、周囲の環境など
と調和しているかを念頭においた。
そして上記４つの条件に加え、今回色々な調査を
行った経験からもう1点加える必要があると思うの
は、倫理性も重要な条件だといえる。自分だけが目
立てば良いという自分勝手な表記は、全体のバラン
スを崩し、結果として広告面の効果がなくなってし
まい、そのような表示はかえって印象を悪くしてし
まうことを、掲出する企業は理解するべきである。
最近では景観に配慮した色遣いやデザイン変更な
どを前向きに取り組む企業も増えてきており、企業
イメージ向上に貢献している。
今回検討した新しいデザイン案の提案は、金沢市
長へもプレゼンテーションを行い、学生の新しい視
点での提案についても理解を頂き、今後も継続して
景観政策課と協力して、その他の検証も進めるよう
に依頼を受けた。
今後の展開について
屋外広告と景観政策は、自治体や業界、市民など
も含め色々な意見や視点からこれまでも論議されて
いる。論議の中にはもっと規制すればいいとか、な
くせばいいという過激な意見もあれば、賑わいがあ
る、街の活性化につながるという意見もあり、立場
によって色々な意見があり、金沢のように古くから
ある歴史的景観と近代的な新しい景観の両方が混在
する都市の場合は、古さと新しさ双方のバランスが
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難しい。
今後も野立て看板以外にも、独立看板の高さにつ
いての検証や、その他の看板等についても検証を続
けていく予定があり、研究は継続する予定である。
色々な検証を進めていく上で考えたことは、都市
には遊びが必要だと感じたことである。遊びといっ
ても、子供が遊ぶ遊びではなく車のステアリングに
遊びがあるように、都市の中にも遊びが必要だと感
じている。景観を考えていく上でも規制や条例ばか
りが先行してしまうと窮屈な印象を与えてしまい、
せっかく良かれと検討した規制や条例も、本来の目
的とは違う方向になってしまう、そうならないため
にも遊びをもったバランスが都市の中には大切なこ
とだと思う。また、バランスをどのようにするかに
ついて、自分自身もバランス感覚を持たなければな
らないと考えている。
今後は海外の事例等も積極的に調査、検証を行い
自分自身の課題として取組んでいきたいと考えてい
る。
※ 今回モデルとした交差点に掲出されている、野立
看板や掲出されている名称については、現状に近
い状態を理解して頂きたいため、現状表記のまま
掲載した。あくまでも無作為に選択したことを付
け加えておく。
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